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研究成果の概要（和文）：本研究は，「プラットフォーム」概念を用いて，学術情報流通における各種プラット
フォームの類型化，全体像の把握および普及の理由を明らかにすることを目的としている。主な成果として，現
時点で主要国際商業出版社や新興企業を中心に多種多様なプラットフォームが提供され，学術コミュニケーショ
ンのエコシステムが形成されている一方で，プラットフォームの公式・非公式を問わず，適切なガバナンスのも
とで論文提供の管理運営体制が取られていない事例（撤回論文）があることがわかった。

研究成果の概要（英文）：This study use the concept of "platforms" with the aim to provide a typology
 and overall picture, and reasons for diffusion of platforms in scholarly communication. The main 
result is that while major international commercial publishers and start-ups provide wide variety of
 platforms and build an ecosystem of scholarly communication, they failed to build appropriate 
governance for the management and administration of their platforms(e.g. retracted article).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果の学術的および社会的意義として，近年高い注目を集めている「プラットフォーム」概念を学
術情報流通の領域に適用し，学術情報流通における各種プラットフォームの類型化，全体像の把握をおこなった
こと，多様な学術情報流通関連のプラットフォームが提供されている一方で，撤回論文の不適切な提供が放置さ
れているなど，プラットフォームのガバナンスが十分に取られておらず，一般人が撤回された事実を知らずに学
術論文を閲覧する可能性が大いにあることを明らかにしたことなどが挙げられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在，科学研究活動プロセスの多くが電子化・ネットワーク化され，その成果としての学術雑

誌，図書，研究データなど多種多様な学術情報がインターネット上で提供されている。たとえば，
方法上の確からしさのみを重視し軽度な査読のみを行うオープンアクセス(以下，OA)メガジャ
ーナル（PLOS ONE など）や，研究履歴や論文を共有する研究者向けソーシャルネットワーキ
ングサービス（SNS, ResearchGate など）は，多くの研究者や出版社に普及するなど全く新し
い形態のサービスも普及している。  
 あらゆる学術情報がインターネット上で提供され，つながることが重要となっており，どのサ
ービスも単独のものと見なすことができなくなっている。さらに OA やオープンサイエンスが
世界各国で政策的に推奨され，それを実現するために学術情報をオープンな形で提供するプラ
ットフォームが大きな役割を果たすと考えられている。しかし，現在普及しているプラットフォ
ームを見れば，単純に OA であれば良いというわけではない。これまでに各種プラットフォーム
の重要性が指摘され，個別調査によってその特徴は示されることはあっても，なぜ研究者集団に
普及したかは体系的によくわかっていない。よって異なるアプローチによる継続調査が必要で
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，プラットフォーム概念（第三者間の相互作用を活性化させる物理基盤や制度，

財・サービス）に基づいて，学術情報流通における各プラットフォームにおいて 1）中核的機能
は何か，2）どのようなエコシステムが形成されているか，3）どのような方針がとられているか
（オープン・クローズド/汎用性），を明らかにし，学術情報流通におけるプラットフォームの相
関図を描くと共に類型化を行い，普及の要因を考察することである。 
 本研究では，現時点で実際にサービスが提供されており，既にある程度の実績が認められるも
ののみを対象とし，差し当たってプラットフォームの代表的な機能別に，①サービスポータル型
（サイト上で利用者がコンテンツを閲覧する，情報交換やコミュニケーションを行う：電子ジャ
ーナル・電子書籍，主題リポジトリ，データ共有サイト，研究者向け SNS 等），②アクセス型
（利用者がコンテンツについての情報に到達するために利用する：抄録索引 DB 等），③共通機
能型（コンテンツ利用の基盤となる管理・審査機能を持つ：査読管理システム，文献管理ソフト
等）の 3 類型のプラットフォームを対象とする。本研究では各種報告書での提案モデルなど文
書レベルは対象外とする。調査対象となったプラットフォームに対して，以下の 3 点を明らか
にすることで，最終的に学術情報流通におけるプラットフォームの相関図の描写，類型化を行い，
普及の要因を考察する。 
1） プラットフォームの中核的機能 
 各プラットフォームで提供されている全機能の精査を通して，どのようなコンテンツ，情報，
サービスがどの程度提供されているか識別すると共に，中核的機能は何かを明らかにする。 
2） エコシステムの形成 
 各プラットフォームの機能を明らかにした上で，協力関係にある補完製品・サービスを網羅的
にリストアップする。各補完製品・サービスの機能も同様に精査し，①プラットフォームとの機
能上の関係および②階層構造（階層数，上位・下位関係）を明らかにする。次に，主たる利用者
および提供者の種類およびプラットフォーム上での行為を明らかにする。 
3） プラットフォームの方針 
 各プラットフォームおよび補完製品・サービス自体および提供されている機能が，第三者に対
して無料で開放されているか，相互リンクやサービス提携などの技術上の協力関係にあるか，特
定プラットフォームでの限定利用か横断利用が可能かを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
初年度は，国際商業出版社エルゼビア社が提供するプラットフォームを対象とし，それ以降は

対象とするプラットフォームを広げていった。エルゼビア社は電子ジャーナル・電子書籍の
ScienceDirect を中心として，1 社で①サービスポータル型（電子ジャーナル・書籍：
ScienceDirect，主題リポジトリ：SSRN）②アクセス型（文献 DB：Scopus），③共通機能型（査読
管理システム：Elsevier Editorial System，文献管理ソフト：Mendeley）のプラットフォーム
全てを提供しており，全体像が把握しやすいためである。 
 エルゼビア社の提供する各プラットフォームの①中核的機能，②エコシステムの形成，③プラ
ットフォームの方針を明らかにするために，a）文献調査，b)プラットフォーム調査を行った。 
a) 文献調査 
 各プラットフォーム関連の情報を，エルゼビア社のウェブサイト，刊行物，有価証券報告書な
どを起点として，図書，学術雑誌論文，業界雑誌記事などの網羅的収集行う。同社提供の全プラ
ットフォームを識別し，提供開始時期・経緯（自社開発/買収），機能概要およびそのオープン・
クローズド/汎用性の方針，想定提供者および利用者の把握をする。 
b) プラットフォーム調査 
 文献調査で識別された各プラットフォームのウェブサイトを実際に確認し精査することで，
各種機能の提供状況，提供者および利用者が実施可能な行為，同社および他社のプラットフォー
ムや補完製品との協力関係，リンク関係を把握する。 



 
４．研究成果 
 ここでは，公表された研究成果を中心に紹介する。 
 学術情報流通におけるプラットフォームのガバナンス（プラットフォーム上で生じる活動を
制限およびコントロールするルールや手続き）の状況を明らかにする試みとして，厳格なガバナ
ンスが求められる学術雑誌の撤回論文（retracted articles）のプラットフォーム上での提供状
況について調査を行った。 
 調査対象は，Web of Science（SCI, SSCI および AHCI）に収録された撤回論文とした。掲載期
間は，2000 年から 2018 年，論文の種類は，原著論文（Article），レビュー，レター論文の三種
類とし，最終的に 5,194 件の撤回論文を識別した。さらに，無作為抽出で 2,500 件の撤回論文を
抽出したのちに，今回は掲載論文数上位 11出版者から出された 1,541 論文を対象に，以下の項
目について確認を行った。 
 まず，論文のタイトルおよび DOI を検索語として，Google, Google Scholar, Sci-Hub を利用
して，デジタル・プラットフォーム上での撤回論文全文の提供状況を確認した。次に，①撤回情
報の有無と提供方法（見出し，透かし，相互リンク等），②全文の利用可能性（有料/OA），③論
文のバージョン（VoR(Version of Record)，著者原稿，プレプリント等），④提供場所（出版者
の公式プラットフォーム，Sci-Hub，研究者向け SNS，主題リポジトリ，機関リポジトリなど）に
関して，マニュアルチェックを行った。 
 主な結果として，①出版者の公式プラットフォームでさえも厳格な撤回論文の提供が行われ
ていないこと，②非公式プラットフォームでは多数の撤回論文が撤回された事実がわからない
形態で全文が提供されていること，③撤回論文のガバナンスという点で，プラットフォームの公
式・非公式を問わず，適切な管理運営体制が取られていないことがわかった。 
 出版者の公式プラットフォームでは，約 16%の撤回論文が抄録ページ（ランディングページ）
あるいは全文ファイルに，何の撤回情報も示されていなかった。このような撤回情報未付与論文
の提供割合は，米国生化学・分子生物学会の 0%（全撤回論文が適切に管理されている）からオ
ックスフォード大学出版局・リッピンコット・ウィリアムズ・アンド・ウィルキンス社の 3割程
度まで，出版社によって大きな差が見られた。全文の利用可能性に関しては，64.2%の撤回論文
がオープンアクセスで提供されており，こちらも出版社によって顕著な差（100%(BMC)から
13.2%(T&F)）があった。 
 非公式プラットフォームにおいては，Sci-Hub においてほぼ全ての論文（99.2%）に関して全
文が提供されていた。その他の非公式プラットフォームでは，45.9%の撤回論文が何らかの 1箇
所以上のプラットフォームで提供されており，重複を含めて 1,341 論文が提供されていた。特に
多くの撤回論文が提供されている非公式プラットフォーム（個別）は，ResearchGate（15.9%），
PMC（15.6%），Semantic Scholar（10.4%），Academia.edu（7.6%）で，ジャンルでは研究者向け
SNS（27.3%），主題リポジトリ（24.2%），無料ファイル共有サイト（11.9%）であった。 
 非公式プラットフォームでの撤回論文の提供は，ガバナンス（具体的には品質コントロール）
という点で大きな問題点が見られた。全てのジャンルの非公式プラットフォームにおいて，公開
されている論文のバージョンは，VoR よりも非 VoR のほうが高かった。たとえば，機関リポジト
リでは，77.6%が撤回情報が未付与の論文であり，他のジャンルのプラットフォームでも約 6割
から 8割弱の撤回論文が，撤回された事実がわからない状態で，オープンアクセスで全文が提供
されていることがわかった。 
 最も撤回論文を提供していた ResearchGate に対しては，Coalition for Responsible Sharing
に代表されるような出版者による抗議が行われているが，関与の度合い（取り下げ要求を行うな
ど）は出版者によって大きく異なっていた。具体的には，Coalition for Responsible Sharing
の会員であるアメリカ化学会，ワイリー・ブラックウェル社，エルゼビア社は，ResearchGate 上
での全文提供率が５%以下と低いのに対して，オープンアクセス出版社の BMC や評価の高い学術
雑誌を出版している NPG 刊行雑誌の論文に関しては，4割から 7割の論文全文が放置されたまま
であった。 
 以上のことから，学術情報関連のデジタル・プラットフォームでは，撤回論文という厳密に管
理すべき学術情報が，公式・非公式を問わず，適切なガバナンスのもとで管理・提供されてい危
機的状況にあることがわかった。責任のある公正な学術情報流通の実現に向けて，出版社，研究
者，図書館等の利害関係者による対応が求められると考えられる。 
 
主な研究成果 
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